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【背景・目的・成果】
県内には２２万ｈａのスギ・ヒノキ人工林がありますが、外材との厳しい競合により林業の採算性が
悪化して伐採されなくなり、伐採の目安とされる樹齢４６年を超えた森林が７割を占めています。
このため、木材の伐採・運搬にかかる作業班の少人数化と低コスト化を目的として、無人で自動
走行する丸太集材作業用車両（無人走行フォワーダ）をコンソーシアム（※）の共同研究により開発
しました。
この無人走行フォワーダは、道路上の誘導線を検知しながら無人で走行し、土場のQRコード標識
を立てた場所に丸太を自動で荷おろしした後、伐採現場（先山）に自動で帰ってきます。
これにより、作業班の人数を４名から３名に減らせるため、限られた人数で作業班を増やすことが
できます。また、誘導線などの設置に手間がかかりますが、たくさんの丸太を運搬する条件では、
従来よりも運搬コストが安くなります。

【技術の活用】
このシステムは、皆伐（すべての木を一斉に伐採）に適しています。今後、システムの安全性を確
認のうえ実用化を目指し、伐採と植栽をすすめて県内の人工林の若返りを図っていきます。

②誘導線を検知して無人走行 QRコード標識 ③土場で丸太の自動荷おろし

※コンソーシアム名：自動化集材作業共同研究機関
構成員：国立研究開発法人森林研究・整備機構森林総合研究所（代表）、魚谷鉄工株式会社、
株式会社舞鶴計器、丹波市森林組合、兵庫県立農林水産技術総合センター
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この研究は、H28～H30革新的技術開発・緊急展開事業（うち地域戦略プロジェクト）を活用しました。
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